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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・2/1西病棟でコロナ患者様1名あり。外出泊に関しては、他科受診や退院前外泊
訓練以外の理由であれば許可できないことを周知お願いします。

・東病棟Aユニット9号室修繕完了したため、受け入れ可能な状況です。

・2026年度のお薬辞典が納品され、診察室に保管されています。適宜使用できますが、大切に
取り扱うよう周知をお願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・千田　悦子様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。

【転入】
・中居　敬悦様→北病棟307号室　→　東病棟Bユニット2号室

【転出】
・見附　亜由美様→東病棟Bユニット2号室　→　西病棟Aユニット48号室

＜患者様連絡事項＞
・小山田　博子様～主治医指示にて、明日から点滴2本から1本へ減量となる。

・和田　昌様～気分高揚感、危険行動多い為主治医に報告。安全ベルト使用許可あり。

・関川　トセ様～体温37.8℃、体熱感・咳嗽、嘔気持続。主治医へ状態報告後、指示にて
　　　　　　　　採血、痰培養、血液培養、胸部CT、コロナ・インフル抗原検査実施。検査の
　　　　　　　　結果コロナ・インフルともに陰性。また主治医指示にて本日夕より経管栄養中止
　　　　　　　　とし抗生剤・補液キープ開始、チアプリド以外の内服薬は全て継続となる。

・磯嶋　茜様～かねた耳鼻科医院受診。まだ滲出液、腫脹がある様子。抗生剤トミロン4日分追加
処方となる。明日か明後日に再度受診するよう指示あり。後見人兵頭氏へ連絡する
も都合がつかないため、2/4（水）8:30～スタッフ付き添いにて受診予定となる。

・田村　洋子様～本人様、夫様と相談した結果、外泊訓練について、明日2/3（火）17時～2/4（水）
17時外泊予定となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。奇声を上げ脱衣、他室侵入あり。介入するが自制不可にて早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。興奮、粗暴言動聞かれず、対面時は穏やか、話しの切り上げも出来ているが妄想発言は変わらずあり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。脱衣、放尿あり、バイタルサイン著変なし、食事むせ込みなく摂取状況良好。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感目立たず。衝動性、危険行動なく休まれている。拘束部位トラブルなく経過。本日主治医診察のもと肩抑制解除となる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～対面時眼光鋭いが妄想様言動や病的体験に左右された言動は軽減傾向であり、不
穏興奮、粗暴性や被害的な言動なし。引き続き、措置解除に向け関係各所と連携
を図っていく。

・苫米地　ひかる様～1/26、Bユニットへ部屋移動。以後、憑依妄想等は聞かれず、落ち着いて過ごす事ができている。2/5　15：00措置解除に向けた面談予定。

＜村上Dr診察情報＞
・田名部　熊蔵様～食事摂取増加傾向、明日より補液終了となる。その他指示変更なし。

・坂田　輝様～次回処方からロナセンテープ→ブロナンセリン25mgへ切り替え内服開始となる。
また、Bユニットへのユニット移動許可あり。その他指示変更なし。

・宮野　理恵様～2/5よりロナセンテープ80mg→40mgへ減量、2/6よりアリピプラゾール6mg→12mg
へ増量となる。診察時「調べもの等に携帯を使用したい」と携帯使用希望あり、
主治医より使用許可あり。家族や知人への連絡は避けるようにと本人へ説明あり。
その他指示変更なし。

・他処方・指示変更なし。

＜金Dr診察情報＞
・飯岡　未来様～処方変更せず経過観察の指示あり。

・藪　真弓様～処方変更せず経過観察の指示あり。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年2月2日　10：49
　氏　　名：千田　悦子様（ちだ　えつこ）様
　生年月日：昭和43月10月2日(57)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット 号室

　＜経過＞
　当院3回の入院歴あり。H24年1月自傷行為にて五戸総合病院受診し、精神科受診を 
 勧められて同日内に八戸赤十字病院精神科受診、幻聴・幻視症状を呈し同時入院とな
る。統合失調症の診断にて治療開始となった。これまで同院にて7回の入院治療歴あり
。同院の入院病棟閉鎖に伴い入院治療可能である当院へ転医を勧められ、R5年3月24日
当院初診。当院初診後、起床後には人格が変わったように暴言を吐き、呂律不良、歩
きづらさや尿・便失禁等があり、日中は強い倦怠感が出現。本人より入院加療希望あ
り、R5.4.3当院1回目の入院となった。症状改善しR5.5.28退院。R6年2月頃より家族関
係のストレスによる病状悪化が認められ、R6.6.3当院2回目の入院となる。R6.7.28当
院退院後は定期的に外来通院している。R7.1月より、生活面で忙しく苛々感あり夫に
当たってしまう事やせん妄があり、火を使ってしまうなどの危険行動があることから
入院治療を希望されR7.4.4～同年5.29当院入院となる。その後当院定期受診をしてい
るが実母の死去や姑が大動脈弁狭窄症の手術を控えている等の状況にあり。休養含め
た入院希望あり。東病棟Bユニットへ任意入院となる。
